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Abstract
 Based on the summarization and comments on Professor Zhou Xing’s latest academic book named 
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theoretical and practical contributions of this book in China’s academic circle, especially in the academic 
field of Anthropology and Folklore Studies. And, it tries to have a dialogue with the book by talking 
about the author’s academic style. Specifically speaking, focusing on the theme of “toilet revolution”, 
which constitutes an indispensable part of the contemporary Chinese life revolution, this paper puts 
forward the deviation and deficiency of the existing academic research on toilet culture and toilet 
civilization in China, which are easy to be ignored by people, and points out that more attention must be 

























































































































































































































































































































































































































文 明 21　No. 45
で、慎重に考えたことを書いており、優越感も劣等感も感じていない。読者は本書の記述
から、著者の研究者としての「他者」に対する尊重、および自分自身の尊厳を諦めずに
守っていることが、強く印象に残るはずである。
　同時に、本書は外部から強制された文明化の過程を議論する際に、植民地主義に関する
評価にも言及している。この点について、本書の記述は著者の客観的な学問の態度を表し
ており、彼は事実や問題を回避せずに、様々な係争中の敏感な問題や見解に向き合ってい
る。さらに中国のトイレ革命を、全人類のトイレの文明化のプロセスに位置づけ、中国に
おけるトイレの文明化の拡大と深化を肯定する。そして、著者は「中国のトイレ文化は、
それほど自慢にならない伝統的なものから、トイレ革命の洗礼を経て、現代中国の一般の
人々を困らせないものとなり、さらに現代中国社会が全面的な近代化を実現するため、ま
たは全面的な小康社会を建設し、中華文明の復興を達成するための避けられない道となっ
ている」（p. 148）と合理的に評価している。ここから、トイレの文明化のプロセスに対す
る細やかな考察を通して、中国社会がこの百年に経験した大きな変化という「壮大な景
観」を示す、という著者の狙いを理解することができる。
　周星教授の著書や論文から、彼は常に難しい論理を明確に、できるだけ分かりやすく書
き、学術用語や理論について難解な言葉を用いない。それは、彼が複雑な資料や情報をき
ちんと整理・分析・解読して、それを読者に分かりやすくするために努力しながら、同時
に学問の思索性と学理性のある言葉で表現する能力をも示している。周星教授の文章は流
暢で堅実であり、彼の学術スタイルは低調でありながら質朴であり、内向的でありながら
慎重であり、記述に誇張や誇示はまったくない。従って、彼が刊行した論文や著書は、い
ずれも勤勉な努力による学術作品である。いささかの虚飾もなく、実践の真実を求める文
章からみれば、著者の研究者としての誠実さと心遣いを感じることができる。このような
作品は、繰り返し読んで、詳しく吟味する価値がある。その学術の風格は、まさに「文、
其人の如し」（文章にその人の性格や特徴が出る）という言葉どおりである。学問には一
定の品位が必要であるが、人間としては一定の品格が必要である、と周星教授はよく強調
している。彼がトイレの問題に関心を持つのは、彼が我々のこの時代の生活の質と一般の
人々の尊厳のある生活を必要としていたからである。日常生活から問題を発見しその考察
を行って、一般民衆の日常生活の質を向上させるために学術作品を書くという著者の立場
は尊敬に値する。そして、我々が賞賛しなければならないのは、著者は常に様々なありふ
れた話題を質朴な表現で書くことである。以上のような理由で、本書は多くの読者を獲得
していくと考えられる。また本書の影響力は、第１版が刊行された後半年足らずで、再版
の機会が与えられたことからも見られる。今後、学術界にこのような良書が多く刊行され
るように望んでいる。
